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(57)【要約】
【課題】本願発明は印刷業向けのヒートローラー搬送設
備を開示した。
【解決手段】
手押し車を含み、前記手押し車の上側端面には本願発明
を昇降させることができる昇降装置が設置され、前記昇
降装置は前記昇降装置をロックできるロック装置が設置
され、前記昇降装置には前記ロック装置の下側に位置す
る連動装置が設置され、前記連動装置は前記ロック装置
の動作を触発させることで、前記ロック装置が前記昇降
装置をロックまたは解除し、本願発明の昇降装置がネジ
ロッド及びナット構成を利用し、安定的に昇降でき、昇
降装置の下側には安全装置が設置され、昇降装置が回転
を止めた後にこの安全装置が回転してネジロッドを固定
することができ、ネジロッド及びナットは外力の衝撃で
自動的なロック機能が効かないために本願発明が下方に
移動することを避ける。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
手押し車を含み、前記手押し車の上側端面には本願発明を昇降させることができる昇降装
置が設置され、前記昇降装置は前記昇降装置をロックできるロック装置が設置され、前記
昇降装置には前記ロック装置の下側に位置する連動装置が設置され、前記連動装置は前記
ロック装置の動作を触発させることで、前記ロック装置が前記昇降装置をロックまたは解
除し、前記昇降装置の中には本願発明を左右に移動させる横移動装置が設置され、前記横
移動装置の左側には挟持装置が設置され、前記挟持装置は固定ロッド、シリンダー、エア
空間、スライド栓、プッシュロッド、プッシュ板、上挟持ロッド、挟持ロッド、回転軸、
回転ロッド、前記回転ロッドの上向きの回転、前記上挟持ロッドの下向きの移動、前記プ
ッシュ板の左向きの移動により、ヒートローラーを挟んで固定し、前記固定ロッドが前記
横移動装置の左側に設置され、前記シリンダーが前記固定ロッドの右側端面と左側端面に
固定的に連結され、前記エア空間が前記シリンダーの中に設置され、前記スライド栓が前
記エア空間の中にはがスライド可能に連結され、前記プッシュロッドがそれぞれ右側の前
記スライド栓の左側端面と左側の前記スライド栓の下側端面に固定的に連結され、右側の
前記プッシュロッドが左方へ右側の前記固定ロッドの左側端面の左側まで延在し、左側の
前記プッシュロッドが下方へ左側の前記エア空間の端面の外側まで延在し、前記プッシュ
板が右側の前記プッシュロッドに固定的に連結されかつ前記固定ロッドの左側端面の左側
に位置し、前記上挟持ロッドが左側の前記プッシュロッドに固定的に連結されかつ前記固
定ロッドの左側端面にスライド可能に連結され、また前記上挟持ロッドが前記プッシュ板
の上側に位置し、前記挟持ロッドが前記固定ロッドの左側端面に固定的に連結されかつ前
記プッシュ板の下側に位置し、前記回転軸が前記挟持ロッドの後側端面に回転可能に設置
されかつ前方へ前記挟持ロッドの前側端面の外側まで延在し、前記回転ロッドが前記回転
軸に固定的に連結されていることを特徴とする印刷業向けのヒートローラー搬送設備。
【請求項２】
前記手押し車には手押しハンドルが付いていることを特徴とする請求項１に記載の印刷業
向けのヒートローラー搬送設備。
【請求項３】
前記昇降装置はモーター軸を含み、前記モーター軸が前記手押し車の上側端面に回転可能
に設置されかつ上方に延在し、前記モーター軸には前記手押し車の上側端面に固定的に連
結されたモーターが伝動可能に連結され、前記モーター軸には止めリングが固定的に連結
され、前記モーター軸には前記止めリングの上側に位置するスライド歯車がフェザーキー
により連結され、前記手押し車の後側端面にはＬ字型固定台が固定的に連結され、前記Ｌ
字型固定台の上側内壁には下方に延在するネジロッドが固定的に連結され、前記ネジロッ
ドと前記モーター軸とが等しい直径を有し、また前記ネジロッドと前記モーター軸との軸
線が同一の直線であり、前記スライド歯車が前記ネジロッドとフェザーキーにより連結さ
れ、前記ネジロッドには前記スライド歯車の上側に位置する電磁石が固定的に連結され、
前記ネジロッドには前記電磁石の上側に位置する固定リングが固定的に連結され、前記ネ
ジロッドには昇降箱がネジ山により連結され、前記ネジロッドが前記昇降箱を貫通するこ
とを特徴とする請求項１に記載の印刷業向けのヒートローラー搬送設備。
【請求項４】
前記ロック装置は前記昇降箱の下側端面に固定的に連結された挟持箱を含み、前記挟持箱
の中には挟持空間が設置され、前記ネジロッドが前記挟持空間を貫通し、前記挟持空間の
左側内壁と右側内壁にはそれぞれコンロッドが回転可能に連結され、二つの前記コンロッ
ドが左右対称位置に設置され、前記コンロッドにおいて対称中心に近接した一端には前後
に延在するスライドピンが回転可能に連結され、前記スライドピンには前記コンロッドの
後側に位置する揺れロッドが固定的に連結され、前記挟持空間の後側内壁には左右対称位
置に二つの挟持ブロックがスライド可能に連結され、前記挟持ブロックが前記ネジロッド
と当接しかつ前記揺れロッドとヒンジで連結されていることを特徴とする請求項３に記載
の印刷業向けのヒートローラー搬送設備。
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【請求項５】
前記連動装置は副シリンダーを含み、前記副シリンダーが前記挟持箱の下側端面に固定的
に連結され、かつ前記ネジロッドの左側に位置し、前記副シリンダーには副エア空間が設
置され、前記副エア空間の中には副スライド栓がスライド可能に連結され、前記副スライ
ド栓の上側端面には昇降ロッドが固定的に連結され、前記昇降ロッドが上方へ前記挟持空
間の中まで延在し、前記昇降ロッドの上側端面には前記副エア空間の端面の外側に位置す
る横ロッドが固定的に連結され、前記横ロッドの上側端面には左右対称位置に二つの副プ
ッシュロッドが固定的に連結され、前記副プッシュロッドの上側端面には昇降ブロックが
固定的に連結され、前記昇降ブロックの中には前後方向に貫通するスライド溝が形成され
、前記スライド溝が前記スライドピンとスライド可能に連結され、前記固定リングの左側
端面にはピストンシリンダーが固定的に連結され、前記ピストンシリンダーの中にはピス
トン空間が設置され、前記ピストン空間の中にはピストンがスライド可能に連結され、前
記ピストンの下側端面には下方へ前記ピストン空間の端面の外側まで延在するピストンロ
ッドが固定的に連結され、前記ピストンロッドには前記ピストン空間の端面の外側に位置
する固定ブロックが固定的に連結され、前記ピストン空間と前記副エア空間とが空気管に
より連通するように連結されていることを特徴とする請求項４に記載の印刷業向けのヒー
トローラー搬送設備。
【請求項６】
前記副スライド栓と前記副エア空間の上側内壁とが引っ張りばねにより連結されているこ
とを特徴とする請求項５に記載の印刷業向けのヒートローラー搬送設備。
【請求項７】
前記横移動装置は回転軸を含み、前記回転軸が前記手押し車の上側端面に回転可能に連結
され、かつ上方に延在し、前記回転軸が前記ネジロッドの右側に位置し、前記回転軸には
前記スライド歯車と噛み合うように連結される歯車が固定的に連結され、前記歯車が前記
昇降箱の下側に位置し、前記昇降箱の中には横移動空間が設置され、前記回転軸が前記横
移動空間を貫通し、前記横移動空間の下側内壁には前記回転軸とフェザーキーにより連結
されたスライド筒が回転可能に連結され、前記スライド筒の上側端面には前記回転軸とス
ライド可能に連結された副傘歯車が固定的に連結され、前記横移動空間の後側内壁には前
方に延在する歯車軸が回転可能に連結され、前記歯車軸には前記副傘歯車と噛み合うよう
に連結された傘歯車が固定的に連結され、前記歯車軸には前記傘歯車の後側に位置する副
歯車が固定的に連結され、前記横移動空間の下側内壁には左右方向に前記横移動空間の両
側端面の外側まで延在するラックがスライド可能に連結され、前記ラックが前記副歯車と
噛み合うように連結されていることを特徴とする請求項３に記載の印刷業向けのヒートロ
ーラー搬送設備。
【請求項８】
前記傘歯車と前記副傘歯車との速度伝達比は一対一であることを特徴とする請求項７に記
載の印刷業向けのヒートローラー搬送設備。
【請求項９】
前記挟持装置は前記ラックの左側端面に固定的に連結された前記固定ロッドを含み、前記
挟持ロッドの上側端面にはタッチスイッチが設置され、前記プッシュ板の左側端面には滑
車が回転可能に連結され、前記回転ロッドの上側端面には回転車が回転可能に連結され、
前記挟持ロッドの前側端面には蒸気タービンが固定的に連結され、前記回転軸が前方へ前
記蒸気タービンの前側端面の外側まで延在し、前記蒸気タービンが前記回転軸を駆動して
回転させることができ、前記回転軸には前記回転軸の前側に位置するカムが固定的に連結
され、前記蒸気タービンの左側端面には前記カムと当接できる副位置制限ブロックが固定
的に連結され、前記蒸気タービンの前側端面には前記カムと当接できる位置制限ブロック
が固定的に連結され、前記挟持ロッドの下側端面には前記蒸気タービンの右側に位置する
エアポンプが固定的に連結され、前記エアポンプと前記蒸気タービンとが副空気管により
連通するように連結され、前記挟持ロッドの下側端面には前記エアポンプの右側に位置す
るバルブボディーが固定的に連結され、前記バルブボディーの中にはスライド空間が設置
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され、前記スライド空間の中にはスライダがスライド可能に連結され、前記スライダの中
には右方かつ下方に開口する連通空間が設置され、前記連通空間の下側開口部には密封板
が回転可能に連結され、前記密封板が前記連通空間の下側端面と当接できることを通して
前記密封板が前記連通空間へ回転することを制限し、前記密封板において回転連結部には
トーションばねが設置され、前記スライド空間と前記エアポンプとが気送管により連通す
るように連結され、前記連通空間の下側開口部が前記気送管と前記スライド空間との連通
部に位置でき、前記スライド空間と左側の前記エア空間とが連結管により連通するように
連結され、右側の前記エア空間と前記連結管とが連通管により連通するように連結され、
前記連結管が前記連通空間の右側開口と連通し、前記挟持ロッドの前側端面には前記エア
ポンプの上側に位置する連結ロッドがスライド可能に連結され、前記連結ロッドの左側端
面には前記カムと当接するプッシュブロックが固定的に連結され、前記連結ロッドと前記
エアポンプとがばねにより連結され、前記連結ロッドの右側端面にはスライドロッドが固
定的に連結され、前記スライドロッドが右方へ前記スライド空間の中まで延在し、かつ前
記スライダの左側端面と固定的に連結されていることを特徴とする請求項７に記載の印刷
業向けのヒートローラー搬送設備。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本願発明はヒートローラーを搬送する技術分野に関し、具体的には印刷業向けのヒートロ
ーラー搬送設備である。
【背景技術】
【０００２】
ヒートローラーは、定着ローラーとも呼ばれる。その機能はレーザープリンターから出力
された用紙上のトナーを溶解させ、用紙に吸収されることでトナーを用紙に定着させ、さ
らに用紙上の元のテキスト、写真などを定着させるのである。ロール用紙、トナーなどが
ヒートローラーを通過する時、ヒートローラー自体が粘着性を有しないので、汚れ（余分
のトナー、紙粉など）がヒートローラーに付着することは避けられないため、ヒートロー
ラーを分解して清掃する必要がある。ヒートローラーはアルミニウム合金で作られ、質量
が大きく、温度が高く、従来のヒートローラー搬送作業は作業員によって簡易な用具を利
用するのであり、作業強度が大きく、火傷の恐れがある。また、現在のヒートローラー搬
送設備は自動的に異なる直径のあるヒートローラーに対応できなく、ヒートローラーを挟
んで固定することもできないため、適応範囲が小さく、安全上のリスクがある。本願発明
は上記の問題を解決できる設備を明らかにする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】中国特許出願公開第１０４０５８３５３号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
技術問題：現在のヒートローラー搬送設備は自動的に異なる直径のあるヒートローラーに
対応できなく、ヒートローラーを挟んで固定することもできないため、適応範囲が小さく
、安全上のリスクがある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
上記の問題を解決するため、本願発明は印刷業向けのヒートローラー搬送設備を設計する
。本願発明に記載される印刷業向けのヒートローラー搬送設備は、手押し車を含み、前記
手押し車の上側端面には本願発明を昇降させることができる昇降装置が設置され、前記昇
降装置は前記昇降装置をロックできるロック装置が設置され、前記昇降装置には前記ロッ
ク装置の下側に位置する連動装置が設置され、前記連動装置は前記ロック装置の動作を触
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発させることで、前記ロック装置が前記昇降装置をロックまたは解除し、前記昇降装置の
中には本願発明を左右に移動させる横移動装置が設置され、前記横移動装置の左側には挟
持装置が設置され、前記挟持装置は固定ロッド、シリンダー、エア空間、スライド栓、プ
ッシュロッド、プッシュ板、上挟持ロッド、挟持ロッド、回転軸、回転ロッド、前記回転
ロッドの上向きの回転、前記上挟持ロッドの下向きの移動、前記プッシュ板の左向きの移
動により、ヒートローラーを挟んで固定し、前記固定ロッドが前記横移動装置の左側に設
置され、前記シリンダーが前記固定ロッドの右側端面と左側端面に固定的に連結され、前
記エア空間が前記シリンダーの中に設置され、前記スライド栓が前記エア空間の中にはが
スライド可能に連結され、前記プッシュロッドがそれぞれ右側の前記スライド栓の左側端
面と左側の前記スライド栓の下側端面に固定的に連結され、右側の前記プッシュロッドが
左方へ右側の前記固定ロッドの左側端面の左側まで延在し、左側の前記プッシュロッドが
下方へ左側の前記エア空間の端面の外側まで延在し、前記プッシュ板が右側の前記プッシ
ュロッドに固定的に連結されかつ前記固定ロッドの左側端面の左側に位置し、前記上挟持
ロッドが左側の前記プッシュロッドに固定的に連結されかつ前記固定ロッドの左側端面に
スライド可能に連結され、また前記上挟持ロッドが前記プッシュ板の上側に位置し、前記
挟持ロッドが前記固定ロッドの左側端面に固定的に連結されかつ前記プッシュ板の下側に
位置し、前記回転軸が前記挟持ロッドの後側端面に回転可能に設置されかつ前方へ前記挟
持ロッドの前側端面の外側まで延在し、前記回転ロッドが前記回転軸に固定的に連結され
ている。
【０００６】
有益なように、前記手押し車には手押しハンドルが付いている。
【０００７】
前記昇降装置はモーター軸を含み、前記モーター軸が前記手押し車の上側端面に回転可能
に設置されかつ上方に延在し、前記モーター軸には前記手押し車の上側端面に固定的に連
結されたモーターが伝動可能に連結され、前記モーター軸には止めリングが固定的に連結
され、前記モーター軸には前記止めリングの上側に位置するスライド歯車がフェザーキー
により連結され、前記手押し車の後側端面にはＬ字型固定台が固定的に連結され、前記Ｌ
字型固定台の上側内壁には下方に延在するネジロッドが固定的に連結され、前記ネジロッ
ドと前記モーター軸とが等しい直径を有し、また前記ネジロッドと前記モーター軸との軸
線が同一の直線であり、前記スライド歯車が前記ネジロッドとフェザーキーにより連結さ
れ、前記ネジロッドには前記スライド歯車の上側に位置する電磁石が固定的に連結され、
前記ネジロッドには前記電磁石の上側に位置する固定リングが固定的に連結され、前記ネ
ジロッドには昇降箱がネジ山により連結され、前記ネジロッドが前記昇降箱を貫通する。
【０００８】
前記ロック装置は前記昇降箱の下側端面に固定的に連結された挟持箱を含み、前記挟持箱
の中には挟持空間が設置され、前記ネジロッドが前記挟持空間を貫通し、前記挟持空間の
左側内壁と右側内壁にはそれぞれコンロッドが回転可能に連結され、二つの前記コンロッ
ドが左右対称位置に設置され、前記コンロッドにおいて対称中心に近接した一端には前後
に延在するスライドピンが回転可能に連結され、前記スライドピンには前記コンロッドの
後側に位置する揺れロッドが固定的に連結され、前記挟持空間の後側内壁には左右対称位
置に二つの挟持ブロックがスライド可能に連結され、前記挟持ブロックが前記ネジロッド
と当接しかつ前記揺れロッドとヒンジで連結されている。
【０００９】
前記連動装置は副シリンダーを含み、前記副シリンダーが前記挟持箱の下側端面に固定的
に連結され、かつ前記ネジロッドの左側に位置し、前記副シリンダーには副エア空間が設
置され、前記副エア空間の中には副スライド栓がスライド可能に連結され、前記副スライ
ド栓の上側端面には昇降ロッドが固定的に連結され、前記昇降ロッドが上方へ前記挟持空
間の中まで延在し、前記昇降ロッドの上側端面には前記副エア空間の端面の外側に位置す
る横ロッドが固定的に連結され、前記横ロッドの上側端面には左右対称位置に二つの副プ
ッシュロッドが固定的に連結され、前記副プッシュロッドの上側端面には昇降ブロックが
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固定的に連結され、前記昇降ブロックの中には前後方向に貫通するスライド溝が形成され
、前記スライド溝が前記スライドピンとスライド可能に連結され、前記固定リングの左側
端面にはピストンシリンダーが固定的に連結され、前記ピストンシリンダーの中にはピス
トン空間が設置され、前記ピストン空間の中にはピストンがスライド可能に連結され、前
記ピストンの下側端面には下方へ前記ピストン空間の端面の外側まで延在するピストンロ
ッドが固定的に連結され、前記ピストンロッドには前記ピストン空間の端面の外側に位置
する固定ブロックが固定的に連結され、前記ピストン空間と前記副エア空間とが空気管に
より連通するように連結されている。
【００１０】
有益なように、前記副スライド栓と前記副エア空間の上側内壁とが引っ張りばねにより連
結されている。
【００１１】
前記横移動装置は回転軸を含み、前記回転軸が前記手押し車の上側端面に回転可能に連結
され、かつ上方に延在し、前記回転軸が前記ネジロッドの右側に位置し、前記回転軸には
前記スライド歯車と噛み合うように連結される歯車が固定的に連結され、前記歯車が前記
昇降箱の下側に位置し、前記昇降箱の中には横移動空間が設置され、前記回転軸が前記横
移動空間を貫通し、前記横移動空間の下側内壁には前記回転軸とフェザーキーにより連結
されたスライド筒が回転可能に連結され、前記スライド筒の上側端面には前記回転軸とス
ライド可能に連結された副傘歯車が固定的に連結され、前記横移動空間の後側内壁には前
方に延在する歯車軸が回転可能に連結され、前記歯車軸には前記副傘歯車と噛み合うよう
に連結された傘歯車が固定的に連結され、前記歯車軸には前記傘歯車の後側に位置する副
歯車が固定的に連結され、前記横移動空間の下側内壁には左右方向に前記横移動空間の両
側端面の外側まで延在するラックがスライド可能に連結され、前記ラックが前記副歯車と
噛み合うように連結されている。
【００１２】
有益なように、前記傘歯車と前記副傘歯車との速度伝達比は一対一である。
【００１３】
前記挟持装置は前記ラックの左側端面に固定的に連結された前記固定ロッドを含み、前記
挟持ロッドの上側端面にはタッチスイッチが設置され、前記プッシュ板の左側端面には滑
車が回転可能に連結され、前記回転ロッドの上側端面には回転車が回転可能に連結され、
前記挟持ロッドの前側端面には蒸気タービンが固定的に連結され、前記回転軸が前方へ前
記蒸気タービンの前側端面の外側まで延在し、前記蒸気タービンが前記回転軸を駆動して
回転させることができ、前記回転軸には前記回転軸の前側に位置するカムが固定的に連結
され、前記蒸気タービンの左側端面には前記カムと当接できる副位置制限ブロックが固定
的に連結され、前記蒸気タービンの前側端面には前記カムと当接できる位置制限ブロック
が固定的に連結され、前記挟持ロッドの下側端面には前記蒸気タービンの右側に位置する
エアポンプが固定的に連結され、前記エアポンプと前記蒸気タービンとが副空気管により
連通するように連結され、前記挟持ロッドの下側端面には前記エアポンプの右側に位置す
るバルブボディーが固定的に連結され、前記バルブボディーの中にはスライド空間が設置
され、前記スライド空間の中にはスライダがスライド可能に連結され、前記スライダの中
には右方かつ下方に開口する連通空間が設置され、前記連通空間の下側開口部には密封板
が回転可能に連結され、前記密封板が前記連通空間の下側端面と当接できることを通して
前記密封板が前記連通空間へ回転することを制限し、前記密封板において回転連結部には
トーションばねが設置され、前記スライド空間と前記エアポンプとが気送管により連通す
るように連結され、前記連通空間の下側開口部が前記気送管と前記スライド空間との連通
部に位置でき、前記スライド空間と左側の前記エア空間とが連結管により連通するように
連結され、右側の前記エア空間と前記連結管とが連通管により連通するように連結され、
前記連結管が前記連通空間の右側開口と連通し、前記挟持ロッドの前側端面には前記エア
ポンプの上側に位置する連結ロッドがスライド可能に連結され、前記連結ロッドの左側端
面には前記カムと当接するプッシュブロックが固定的に連結され、前記連結ロッドと前記
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エアポンプとがばねにより連結され、前記連結ロッドの右側端面にはスライドロッドが固
定的に連結され、前記スライドロッドが右方へ前記スライド空間の中まで延在し、かつ前
記スライダの左側端面と固定的に連結されている。
【発明の効果】
【００１４】
本願発明の有益な効果は：本願発明の昇降装置がネジロッド及びナット構成を利用し、安
定的に昇降でき、昇降装置の下側には安全装置が設置され、昇降装置が回転を止めた後に
この安全装置が回転してネジロッドを固定することができ、ネジロッド及びナットは外力
の衝撃で自動的なロック機能が効かないために本願発明が下方に移動することを避け、同
時に挟持固定装置がエアポンプによりエアシリンダーの伸縮を駆動することにより異なる
直径のあるヒートローラーに対応でき、また、挟持固定装置は上下二つの挟持板及び左右
二つの挟持ブロックにより、四つの方向からヒートローラーと当接して固定することがで
き、ヒートローラーをきつく挟持固定でき、従って、本願発明は自動的に異なる直径のあ
るヒートローラーに対応してヒートローラーをきつく挟持固定でき、広い適応範囲及び高
い安全性を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
下記に図１～８をあわせて本願発明について詳しく説明し、便利に説明するために、下記
の方向を以下のように規定する：図１は本願発明装置の正面図であり、以下に述べる上下
左右前後の方向と図１の自身投影関係の上下左右前後の方向とが一致である。
【００１６】
【図１】図１は本願発明の印刷業向けのヒートローラー搬送設備の全体構成概略図
【図２】図２は図１におけるＡ―Ａ方向からの構成概略図
【図３】図３は図１におけるＢの拡大構成概略図
【図４】図４は図１におけるＣの拡大構成概略図
【図５】図５は図１におけるＤの拡大構成概略図
【図６】図６は図５におけるＥの拡大構成概略図
【図７】図７は図５におけるＦ―Ｆ方向からの構成概略図
【図８】図８は図３におけるＧの拡大構成概略図
【発明を実施するための形態】
【００１７】
本願発明は印刷業向けのヒートローラー搬送設備に関し、主にヒートローラー搬送作業に
使用され、以下、本願発明図面を参照してさらなる説明をする。
【００１８】
本願発明に記載される印刷業向けのヒートローラー搬送設備は、手押し車１１を含み、前
記手押し車１１の上側端面には本願発明を昇降させることができる昇降装置１０１が設置
され、前記昇降装置１０１は前記昇降装置１０１をロックできるロック装置１０２が設置
され、前記昇降装置１０１には前記ロック装置１０２の下側に位置する連動装置１０３が
設置され、前記連動装置１０３は前記ロック装置１０２の動作を触発させることで、前記
ロック装置１０２が前記昇降装置１０１をロックまたは解除し、前記昇降装置１０１の中
には本願発明を左右に移動させる横移動装置１０４が設置され、前記横移動装置１０４の
左側には挟持装置１０５が設置され、前記挟持装置１０５は固定ロッド２４、シリンダー
２２、エア空間２３、スライド栓３１、プッシュロッド２８、プッシュ板２７、上挟持ロ
ッド３４、挟持ロッド２５、回転軸７４、回転ロッド７７、前記回転ロッド７７の上向き
の回転、前記上挟持ロッド３４の下向きの移動、前記プッシュ板２７の左向きの移動によ
り、ヒートローラーを挟んで固定し、前記固定ロッド２４が前記横移動装置１０４の左側
に設置され、前記シリンダー２２が前記固定ロッド２４の右側端面と左側端面に固定的に
連結され、前記エア空間２３が前記シリンダー２２の中に設置され、前記スライド栓３１
が前記エア空間２３の中にはがスライド可能に連結され、前記プッシュロッド２８がそれ
ぞれ右側の前記スライド栓３１の左側端面と左側の前記スライド栓３１の下側端面に固定
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的に連結され、右側の前記プッシュロッド２８が左方へ右側の前記固定ロッド２４の左側
端面の左側まで延在し、左側の前記プッシュロッド２８が下方へ左側の前記エア空間２３
の端面の外側まで延在し、前記プッシュ板２７が右側の前記プッシュロッド２８に固定的
に連結されかつ前記固定ロッド２４の左側端面の左側に位置し、前記上挟持ロッド３４が
左側の前記プッシュロッド２８に固定的に連結されかつ前記固定ロッド２４の左側端面に
スライド可能に連結され、また前記上挟持ロッド３４が前記プッシュ板２７の上側に位置
し、前記挟持ロッド２５が前記固定ロッド２４の左側端面に固定的に連結されかつ前記プ
ッシュ板２７の下側に位置し、前記回転軸７４が前記挟持ロッド２５の後側端面に回転可
能に設置されかつ前方へ前記挟持ロッド２５の前側端面の外側まで延在し、前記回転ロッ
ド７７が前記回転軸７４に固定的に連結されている。
【００１９】
有益なように、前記手押し車１１には手押しハンドルが付いている。
【００２０】
前記昇降装置１０１はモーター軸４１を含み、前記モーター軸４１が前記手押し車１１の
上側端面に回転可能に設置されかつ上方に延在し、前記モーター軸４１には前記手押し車
１１の上側端面に固定的に連結されたモーター１５が伝動可能に連結され、前記モーター
軸４１には止めリング１６が固定的に連結され、前記モーター軸４１には前記止めリング
１６の上側に位置するスライド歯車１７がフェザーキーにより連結され、前記手押し車１
１の後側端面にはＬ字型固定台４４が固定的に連結され、前記Ｌ字型固定台４４の上側内
壁には下方に延在するネジロッド１９が固定的に連結され、前記ネジロッド１９と前記モ
ーター軸４１とが等しい直径を有し、また前記ネジロッド１９と前記モーター軸４１との
軸線が同一の直線であり、前記スライド歯車１７が前記ネジロッド１９とフェザーキーに
より連結され、前記ネジロッド１９には前記スライド歯車１７の上側に位置する電磁石１
４が固定的に連結され、前記ネジロッド１９には前記電磁石１４の上側に位置する固定リ
ング１８が固定的に連結され、前記ネジロッド１９には昇降箱３６がネジ山により連結さ
れ、前記ネジロッド１９が前記昇降箱３６を貫通し、
前記モーター１５により前記ネジロッド１９を駆動して回転させ、前記ネジロッド１９が
ネジ山での連結により前記昇降箱３６を駆動して上下に移動させる。
【００２１】
前記ロック装置１０２は前記昇降箱３６の下側端面に固定的に連結された挟持箱５１を含
み、前記挟持箱５１の中には挟持空間５２が設置され、前記ネジロッド１９が前記挟持空
間５２を貫通し、前記挟持空間５２の左側内壁と右側内壁にはそれぞれコンロッド５４が
回転可能に連結され、二つの前記コンロッド５４が左右対称位置に設置され、前記コンロ
ッド５４において対称中心に近接した一端には前後に延在するスライドピン５９が回転可
能に連結され、前記スライドピン５９には前記コンロッド５４の後側に位置する揺れロッ
ド５５が固定的に連結され、前記挟持空間５２の後側内壁には左右対称位置に二つの挟持
ブロック５６がスライド可能に連結され、前記挟持ブロック５６が前記ネジロッド１９と
当接しかつ前記揺れロッド５５とヒンジで連結され、
前記コンロッド５４と前記揺れロッド５５との回転により、前記挟持ブロック５６が駆動
されて対称中心から離れた片側へ移動し、前記挟持ブロック５６が前記ネジロッド１９と
の当接から離脱し、前記ロック装置１０２が前記ネジロッド１９をロックすることにより
、前記ネジロッド１９と前記昇降箱３６との間のロックが解除された後に前記昇降箱３６
が下方に移動することを避ける。
【００２２】
前記連動装置１０３は副シリンダー４５を含み、前記副シリンダー４５が前記挟持箱５１
の下側端面に固定的に連結され、かつ前記ネジロッド１９の左側に位置し、前記副シリン
ダー４５には副エア空間４６が設置され、前記副エア空間４６の中には副スライド栓４７
がスライド可能に連結され、前記副スライド栓４７の上側端面には昇降ロッド４８が固定
的に連結され、前記昇降ロッド４８が上方へ前記挟持空間５２の中まで延在し、前記昇降
ロッド４８の上側端面には前記副エア空間４６の端面の外側に位置する横ロッド５０が固
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定的に連結され、前記横ロッド５０の上側端面には左右対称位置に二つの副プッシュロッ
ド５３が固定的に連結され、前記副プッシュロッド５３の上側端面には昇降ブロック５７
が固定的に連結され、前記昇降ブロック５７の中には前後方向に貫通するスライド溝５８
が形成され、前記スライド溝５８が前記スライドピン５９とスライド可能に連結され、前
記固定リング１８の左側端面にはピストンシリンダー６３が固定的に連結され、前記ピス
トンシリンダー６３の中にはピストン空間６４が設置され、前記ピストン空間６４の中に
はピストン６５がスライド可能に連結され、前記ピストン６５の下側端面には下方へ前記
ピストン空間６４の端面の外側まで延在するピストンロッド６２が固定的に連結され、前
記ピストンロッド６２には前記ピストン空間６４の端面の外側に位置する固定ブロック６
１が固定的に連結され、前記ピストン空間６４と前記副エア空間４６とが空気管２０によ
り連通するように連結され、
前記電磁石１４が通電して前記固定ブロック６１に吸い付くことにより、前記ピストン６
５が下方に移動して負圧を生み出し、かつ前記空気管２０により前記副スライド栓４７が
下方に移動することで、前記昇降ブロック５７が駆動されて前記コンロッド５４を下方に
回転させ、さらに前記ネジロッド１９へのロックを解除して前記ネジロッド１９を固定し
なくなる。
【００２３】
有益なように、前記副スライド栓４７と前記副エア空間４６の上側内壁とが引っ張りばね
４９により連結されている。
【００２４】
前記横移動装置１０４は回転軸１２を含み、前記回転軸１２が前記手押し車１１の上側端
面に回転可能に連結され、かつ上方に延在し、前記回転軸１２が前記ネジロッド１９の右
側に位置し、前記回転軸１２には前記スライド歯車１７と噛み合うように連結される歯車
１３が固定的に連結され、前記歯車１３が前記昇降箱３６の下側に位置し、前記昇降箱３
６の中には横移動空間３７が設置され、前記回転軸１２が前記横移動空間３７を貫通し、
前記横移動空間３７の下側内壁には前記回転軸１２とフェザーキーにより連結されたスラ
イド筒４０が回転可能に連結され、前記スライド筒４０の上側端面には前記回転軸１２と
スライド可能に連結された副傘歯車３９が固定的に連結され、前記横移動空間３７の後側
内壁には前方に延在する歯車軸４２が回転可能に連結され、前記歯車軸４２には前記副傘
歯車３９と噛み合うように連結された傘歯車３８が固定的に連結され、前記歯車軸４２に
は前記傘歯車３８の後側に位置する副歯車４３が固定的に連結され、前記横移動空間３７
の下側内壁には左右方向に前記横移動空間３７の両側端面の外側まで延在するラック３５
がスライド可能に連結され、前記ラック３５が前記副歯車４３と噛み合うように連結され
、
前記歯車１３がフェザーキーでの連結により前記スライド筒４０を駆動して回転させ、前
記副歯車４３を駆動して回転させ、前記ラック３５を駆動して左右に移動させる。
【００２５】
有益なように、前記傘歯車３８と前記副傘歯車３９との速度伝達比は一対一である。
【００２６】
前記挟持装置１０５は前記ラック３５の左側端面に固定的に連結された前記固定ロッド２
４を含み、前記挟持ロッド２５の上側端面にはタッチスイッチ３３が設置され、前記プッ
シュ板２７の左側端面には滑車２９が回転可能に連結され、前記回転ロッド７７の上側端
面には回転車７８が回転可能に連結され、前記挟持ロッド２５の前側端面には蒸気タービ
ン７５が固定的に連結され、前記回転軸７４が前方へ前記蒸気タービン７５の前側端面の
外側まで延在し、前記蒸気タービン７５が前記回転軸７４を駆動して回転させることがで
き、前記回転軸７４には前記回転軸７４の前側に位置するカム７３が固定的に連結され、
前記蒸気タービン７５の左側端面には前記カム７３と当接できる副位置制限ブロック７６
が固定的に連結され、前記蒸気タービン７５の前側端面には前記カム７３と当接できる位
置制限ブロック７２が固定的に連結され、前記挟持ロッド２５の下側端面には前記蒸気タ
ービン７５の右側に位置するエアポンプ２６が固定的に連結され、前記エアポンプ２６と
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前記蒸気タービン７５とが副空気管７０により連通するように連結され、前記挟持ロッド
２５の下側端面には前記エアポンプ２６の右側に位置するバルブボディー７９が固定的に
連結され、前記バルブボディー７９の中にはスライド空間８０が設置され、前記スライド
空間８０の中にはスライダ８１がスライド可能に連結され、前記スライダ８１の中には右
方かつ下方に開口する連通空間８２が設置され、前記連通空間８２の下側開口部には密封
板８３が回転可能に連結され、前記密封板８３が前記連通空間８２の下側端面と当接でき
ることを通して前記密封板８３が前記連通空間８２へ回転することを制限し、前記密封板
８３において回転連結部にはトーションばね８４が設置され、前記スライド空間８０と前
記エアポンプ２６とが気送管６６により連通するように連結され、前記連通空間８２の下
側開口部が前記気送管６６と前記スライド空間８０との連通部に位置でき、前記スライド
空間８０と左側の前記エア空間２３とが連結管２１により連通するように連結され、右側
の前記エア空間２３と前記連結管２１とが連通管３２により連通するように連結され、前
記連結管２１が前記連通空間８２の右側開口と連通し、前記挟持ロッド２５の前側端面に
は前記エアポンプ２６の上側に位置する連結ロッド６８がスライド可能に連結され、前記
連結ロッド６８の左側端面には前記カム７３と当接するプッシュブロック７１が固定的に
連結され、前記連結ロッド６８と前記エアポンプ２６とがばね６０により連結され、前記
連結ロッド６８の右側端面にはスライドロッド６７が固定的に連結され、前記スライドロ
ッド６７が右方へ前記スライド空間８０の中まで延在し、かつ前記スライダ８１の左側端
面と固定的に連結され、
前記エアポンプ２６の作動で気流が生じることにより、前記回転ロッド７７が駆動されて
上方へ回転し、右側の前記スライド栓３１が駆動されて左方に移動し、左側の前記スライ
ド栓３１が下方に移動し、前記滑車２９、前記上挟持ロッド３４、前記回転車７８がヒー
トローラーと当接することを通してヒートローラーを挟持固定する。
【００２７】
以下、図１～８を参照して本願発明の印刷業向けのヒートローラー搬送設備の使用手順に
ついて詳しく説明する。
【００２８】
はじめの時、電磁石１４が通電し、電磁石１４がスライド歯車１７と固定ブロック６１に
吸い付くことにより、スライド歯車１７が一番上に位置し、スライド歯車１７がネジロッ
ド１９と、モーター軸４１といずれもフェザーキーにより連結され、スライド歯車１７が
歯車１３との連結から離脱し、固定ブロック６１、副スライド栓４７、昇降ロッド４８、
横ロッド５０、副プッシュロッド５３、昇降ブロック５７が一番下に位置し、挟持ブロッ
ク５６がネジロッド１９と当接しなく、密封板８３がトーションばね８４の弾力作用で連
通空間８２の下側端面と当接し、カム７３が位置制限ブロック７２と当接し、プッシュブ
ロック７１、連結ロッド６８、スライドロッド６７が一番右に位置し、スライダ８１が気
送管６６とスライド空間８０とを連通しないようにし、回転ロッド７７が水平位置にあり
、上挟持ロッド３４が一番上に位置し、プッシュ板２７が一番右に位置する。
【００２９】
作動する時、手動で手押し車１１を指定位置に押し、モーター１５を作動させ、モーター
１５がモーター軸４１を駆動して回転させ、ネジロッド１９がネジ山での連結により昇降
箱３６を上下に移動させて指定位置に至らせた後、電磁石１４が停電し、スライド歯車１
７が重力作用で止めリング１６と接触するまで下方に移動し、それと同時にスライド歯車
１７が歯車１３と噛み合うように連結され、スライド歯車１７がネジロッド１９から離脱
してネジロッド１９とフェザーキーにより連結されなくなり、ネジロッド１９が回転を止
め、引っ張りばね４９の弾力作用で、副スライド栓４７が上方に移動し、かつ昇降ロッド
４８、横ロッド５０、副プッシュロッド５３、昇降ブロック５７を駆動して上方に移動さ
せ、昇降ブロック５７がスライド溝５８とスライドピン５９とのスライド可能な連結によ
りコンロッド５４と揺れロッド５５を駆動して上方に回転させ、かつ昇降ブロック５７が
挟持ブロック５６を駆動して対称中心に近接した片側へ移動させてネジロッド１９と当接
させ、ネジロッド１９を挟持固定し、副スライド栓４７が上方に移動する過程に生じた負
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ストンロッド６２、固定ブロック６１を駆動して上方へ一番上に移動させ、それと同時に
スライド歯車１７が噛合での連結により歯車１３と回転軸１２を駆動して回転させ、回転
軸１２がフェザーキーでの連結によりスライド筒４０を駆動して回転させ、スライド筒４
０が副傘歯車３９と傘歯車３８との噛合での連結により歯車軸４２と副歯車４３を駆動し
て回転させ、副歯車４３が噛合での連結によりラック３５を駆動して左右に移動させて指
定位置に至らせた後、モーター１５が回転を止める。
【００３０】
同時に、ヒートローラーが下側のタッチスイッチ３３と接触して下側のタッチスイッチ３
３を触発させ、エアポンプ２６を作動させて気流を生み出し、一部の気流が副空気管７０
を介して副位置制限ブロック７６の中に輸送され、かつ回転軸７４と回転ロッド７７を駆
動して回転させ、回転ロッド７７が上方へ九十度回転した後、カム７３が副位置制限ブロ
ック７６と当接し、回転軸７４と回転ロッド７７が回転を止め、連結ロッド６８がばね６
０の弾力作用で左方に移動し、連結ロッド６８がスライドロッド６７によりスライダ８１
を駆動して左方に移動させることにより、気送管６６がスライド空間８０と、連結管２１
と連通するようになり、エアポンプ２６の中の気流が気送管６６、スライド空間８０、連
結管２１、連通管３２を通してエア空間２３の中に輸送され、かつ二つのスライド栓３１
とプッシュロッド２８を押し動かして移動させ、プッシュ板２７が左方に移動し、上挟持
ロッド３４が下方に移動することにより、滑車２９、上挟持ロッド３４、回転車７８がヒ
ートローラーと当接し、ヒートローラーを挟んで固定し、その後、エアポンプ２６が回転
を止め、ヒートローラーへのロックを解除してヒートローラーを固定しない時、エアポン
プ２６が逆方向に回転し、エアポンプ２６から生じた負圧が副空気管７０を介して蒸気タ
ービン７５の中に伝達され、かつ回転軸７４、カム７３、回転ロッド７７を駆動して逆方
向に回転復帰させ、カム７３が位置制限ブロック７２と当接した後、回転軸７４が回転を
止め、同時にカム７３がプッシュブロック７１、連結ロッド６８、スライドロッド６７を
右方に押し動かすことで、スライダ８１が気送管６６とスライド空間８０との連通口を塞
ぎ、エアポンプ２６が生じた負圧が密封板８３を駆動して下方へ回転させることで、気送
管６６が連通空間８２と、連結管２１と連通し、負圧が気送管６６、連通空間８２、連結
管２１、連通管３２を通してエア空間２３の中に伝達され、かつスライド栓３１を駆動し
て復帰させ、プッシュ板２７が右方に移動復帰し、タッチスイッチ３３が上方に移動復帰
し、ヒートローラーをロックしなくなる。
【００３１】
本願発明の有益な効果は：本願発明の昇降装置がネジロッド及びナット構成を利用し、安
定的に昇降でき、昇降装置の下側には安全装置が設置され、昇降装置が回転を止めた後に
この安全装置が回転してネジロッドを固定することができ、ネジロッド及びナットは外力
の衝撃で自動的なロック機能が効かないために本願発明が下方に移動することを避け、同
時に挟持固定装置がエアポンプによりエアシリンダーの伸縮を駆動することにより異なる
直径のあるヒートローラーに対応でき、また、挟持固定装置は上下二つの挟持板及び左右
二つの挟持ブロックにより、四つの方向からヒートローラーと当接して固定することがで
き、ヒートローラーをきつく挟持固定でき、従って、本願発明は自動的に異なる直径のあ
るヒートローラーに対応してヒートローラーをきつく挟持固定でき、広い適応範囲及び高
い安全性を有する。
【００３２】
上記の方式によって、当業者は本発明の範囲内で作動モードに基づいて様々な変わりを行
える。
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